
野毛山幼稚園

予 定

日 曜 備 考

3 火 年長組おじいさん・おばあさん招待

4 水 １１時3０分降園

卒園祝賀パーティー 年長すずらん組親子

18 水 　年中・年少組は休園

19 木 　　　保護者・園児

2026年2月3日

第７5回　卒園式

２０２5年度(令和7年度)修了式

年　中（くるみ組）

大きくなったことを感じ、まわりの人たち
に感謝の気持ちを持つ。

17

月主題　月のねがい

主題 年中くるみ・年長すずらん組

自分の遊びを深めつつ、お互いの
存在を感じあいながらともに過ご
す

球根の芽や咲き始めた花々に目を
とめ、伝えあいながら春の訪れを
喜び合う

感謝礼拝・お別れ会
火

３月誕生会

年長さんへお祝いの気持ちをこめてプレゼン
トを作ったりする。

年長組になることに期待を持ち準備してい
く。

思いきり身体を動かして遊ぶ。

暖かくなってきていることを感じ、木の芽
などの変化を見ながら、春が近いのを知
る。

たくさんの友だちと接し、交友関係を広げて
いく。

みんなで一緒に活動することの楽しさを知
る。

ひとりひとりが自分なりの目標を持ち、それ
に向かって最後までやりとげようとする。

3　月　の　予　定

予 定

よろこびあう
（年少）

希望をもって
（年中長）

大きくなったことを神さまに感謝
し、互いに喜びあう

日差しのぬくもり、花々の開花から春の
訪れを感じ、戸外で心地よく過ごす

年少ばら組
主が一歩一歩を備えてくださる。

箴言１６章８節

今月の聖句　

年　長（すずらん組）

お世話になった人たちへありがとうの気持ち
を持つ。

思いきり身体を動かして遊ぶ。

もうすぐ、年中組になることがわかる。

友だちのがんばりや、良いところを認めあっ
たり、友だちの成功を喜ぶ。

年　少(ばら組)

ひとりひとりが自分なりの目標を持ち、それ
に向かって最後までやりとげようとする。

友だち同士、お互いの考えを出し合い、受け
入れてあそびを深めていく。

友だちとごっこあそびを楽しむ。

大きくなったことを感じ、まわりの人たちに
感謝の気持ちを持つ。

幼稚園生活を思い起こし、卒園に向けての準
備をする。

神さまとたくさんの人に守られて大きくなっ
たことを感謝する。

さまざまなことに目を向けて、気づく心を持
つ。

木の芽などの変化を見ながら、春が近いのを
知る。

楽しく歌ったり、聴いたりする。

春が近いことを知る。

小学校に対する期待を持ち、残りの幼稚園生
活を見通しをもって進める。

大きくなったことを感じ、まわりの人たちに
感謝の気持ちを持つ。

進級・就学という新しい生活に希望と
期待をもって、友だちと好きな遊びを
充分に楽しむ

成長させてくださった神さまに感謝し、
これからも神さまがともにいてくださ
ることに希望をもつ

３月…卒園・修了の時期を迎えます。
毎日の生活は、嬉しいこと、楽しいことがたくさん
あったと思いますが、一方では悲しいこと、つらいこ
ともあったことでしょう。子どももおとなも同じです。
けれども、ひとつひとつ乗り越えてそれぞれが守ら
れて過ごしてきました。子どもたちは、神さまとたくさ
んの人に守られ支えられて大きくなったことに感謝し
たいと思います。
これからどうしたらいいか…いろいろ計画を立てる
時もあるでしょう。計画を立てていくことは大切なこ
とです。けれども、最終的には神さまに委ねることが
大切であると今月の聖書の言葉は言っています。神
さまは、わたしたちの道を準備し、私たちが計画を実
現していくために導いてくださいます。私たちの歩む
道は、さまざまなことがあります。悲しみ、苦しみの只
中にいるとき、その現実はすぐには変わらないかもし
れません。また神さまに祈っても、自分の思うとおり
にならないかもしれません。けれども、神さまはいつ
も共にいてくださり、御心の通りに解決を与えてくだ
さいます。苦しい時にこそ、神さまは共にいてくださ
るのです。
イエスさまと共に歩んで参りましょう。
 インマヌエル…神さまはわたしたちと共におられる
…そのことを信じて歩んでいきましょう。

ひなまつり会(歌の会)


